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歴
史
資
料
が
後
世
に
伝
え
ら
れ
て
い
く
上
で
、
い
わ
ゆ
る
郷
土
史
研

究
家
や
収
集
家
た
ち
の
果
た
す
役
割
は
小
さ
く
な
い
。

本
来
、
文
書
・
資
料
の
類
は
、
そ
れ
を
生
み
出
し
た
と
こ
ろ
（
役
所
、

神
社
寺
院
、
家
、
会
社
、
学
校
、
各
種
団
体
等
）
に
伝
来
す
る
こ
と
が
自
然

な
成
り
行
き
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
出
所
し
ゅ
っ
し
ょと
呼
ば
れ
、
歴
史
資
料
は
、
通

常
そ
の
出
所
の
名
を
と
っ
て
「
○
○
文
書
」
と
い
う
形
で
世
に
存
在
す

る
こ
と
が
多
い
。

し
か
し
、
あ
ら
ゆ
る
出
所
が
、
そ
の
伝
来
資
料
を
適
切
に
保
存
し
て

き
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
意
図
的
な
廃
棄
の
ほ
か
に
、
役
所
が
廃
止

さ
れ
た
り
、
家
が
断
絶
し
た
り
、
神
社
や
寺
院
が
廃
絶
し
た
り
と
、
資

料
は
そ
の
出
所
を
離
れ
る
機
会
は
多
く
、
そ
の
ま
ま
散
逸
し
て
し
ま
う

こ
と
も
珍
し
く
な
い
。
ま
た
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
チ
ラ
シ
な
ど
、
狭
義

の
文
書
と
も
書
籍
と
も
異
な
る
印
刷
物
が
各
所
で
作
ら
れ
て
き
て
い
る

が
、
こ
れ
ら
は
、
多
量
に
出
回
る
も
の
の
（
む
し
ろ
そ
れ
故
に
）
資
料
と

し
て
保
存
さ
れ
る
こ
と
が
少
な
い
。

郷
土
史
研
究
家
や
収
集
家
た
ち
は
、
そ
の
研
究
目
的
や
、
趣
味
や
、
あ

る
い
は
地
域
・
郷
土
へ
の
愛
着
な
ど
、
様
々
な
動
機
か
ら
文
書
・
資
料

を
集
め
（
あ
る
い
は
写
し
を
作
り
）、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
的
な
資
料
群
を
遺

し
て
き
て
い
る
。
そ
の
中
に
は
、
他
で
は
見
ら
れ
な
い
資
料
が
含
ま
れ

て
い
る
こ
と
も
多
く
、
そ
れ
ら
は
彼
ら
が
集
め
て
い
な
け
れ
ば
散
逸
し

て
今
に
伝
わ
ら
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
的
資
料
群
の
全
貌
は
多
岐
に
わ
た
る
が
、
今
回
の
展

示
で
は
い
く
つ
か
の
収
集
資
料
を
取
り
上
げ
、
郷
土
史
研
究
家
や
収
集

家
の
遺
し
た
資
料
の
一
端
を
紹
介
し
た
い
（
な
お
、
こ
こ
で
紹
介
す
る
の

は
、
全
て
故
人
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
原
則
と
し
て
敬
称
は
省
略
し
た
）。

（
担
当
長
沢
洋
）
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1

青
木
茂
氏
旧
蔵
文
書

青
木
茂（
一
八
九
八
〜
一
九
八
四
）は
、
社
会
経
済
史
・
地
方
史
の
研

究
者
と
し
て
知
ら
れ
、
尾
道
市
立
短
期
大
学
教
授
・
神
戸
学
院
大

学
経
済
学
部
教
授
を
歴
任
し
た
。『
尾
道
市
史
（
旧
版
、
全
三
巻
）』、

『
新
修
尾
道
市
史
（
全
六
巻
）』、『
因
島
市
史
』
等
の
市
史
を
手
が
け
、

そ
の
他
に
も
『
近
世
に
お
け
る
富
籤
の
社
会
経
済
史
的
研
究
』
な
ど

の
著
作
が
あ
る
。

ま
た
、
青
木
は
、
尾
道
地
方
を
中
心
と
し
た
資
料
（
古
文
書
類
）

の
調
査
収
集
に
も
努
め
て
お
り
、
そ
れ
ら
収
集
し
た
資
料
を
『
尾
道

市
史
』
を
は
じ
め
と
す
る
著
作
類
に
活
用
し
た
。

こ
れ
ら
の
古
文
書
は
、
青
木
の
没
後
、
金
光
教
団
に
寄
贈
さ
れ
、

金
光
図
書
館
が
架
蔵
し
て
い
た
が
、
平
成
十
二
年（
二
〇
〇
〇
）七
月

に
当
館
に
寄
贈
さ
れ
た
。

『新修尾道市史』全 6巻
（1971～1972）

青木の著作とも言うべき市史であり，
収集した古文書を活用して書かれてい
る。このような大部の市史を，ほぼ一人
の著者が執筆したというのは，県内では
他に例を見ない。

十
四
日

と

よ

ひ

町ち
ょ
う年
誌

　

宝
永
二
年（
一
七
〇
五
）〜
嘉
永
五
年（
一
八
五
二
）

青
木
茂
が
尾
道
の
豪
商
だ
っ
た
橋
本
家
な
ど
か
ら
戦
前
に
譲
り

受
け
た
も
の
。

江
戸
中
期
か
ら
幕
末
に
か
け
て
尾
道
十
四
日
町
の
町
年
寄
が
作

成
し
た
公
的
記
録
と
し
て
の
年
誌
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
典
型
的
な

「
御
用
ご
よ
う

留と
め

」
で
あ
る
。
た
だ
し
、
伝
存
し
な
い
年
の
も
の
も
多
い
。

橋
本
家
は
幕
末
に
十
四
日
町
年
寄
を
勤
め
る
に
あ
た
っ
て
、
前
任

者
か
ら
こ
れ
ら
を
引
き
継
い
で
保
管
し
て
い
た
。
廃
藩
後
、
こ
れ

ら
の
公
的
記
録
は
そ
の
ま
ま
橋
本
家
の
所
有
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ

て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

十四日町役方年誌　文化11年 冒頭部分 青木茂氏旧蔵文書 200004⧸36

この年の初め，十四日町では年寄役が交替した。新任の年寄役本助には，前任者
より「諸帖面其外書類共悉く受取」ることが命じられている。年誌は年寄役が交替
するたびに，このように引き継がれていった。

十四日町役方年誌　文化11年（1814）
十四日町は尾道を構成する町の一つで
ある。青木が収集した年誌の大部分は，
この十四日町の年寄が役目上作成した
ものである。
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富
く
じ
札

青
木
茂
が
近
世
富
く
じ
研
究
を
行
う
際
に
収
集
し
た
も
の
。

富
く
じ
は
興
業
的
賭
博
と
し
て
、
禁
制
の
対
象
に
な
っ
て
い
た

に
も
関
わ
ら
ず
、
各
地
で
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
。

左
に
掲
げ
た
の
は
、
尾
道
で
行
わ
れ
て
い
た
富
く
じ
の
札
で
、
形

式
的
は
物
品
の
入
札
と
い
う
体
で
あ
る
が
、
実
態
は
富
く
じ
そ
の

も
の
で
あ
る
。

今
の
宝
く
じ
と
は
異
な
り
、
あ
ら
か
じ
め
札
に
書
い
て
あ
る
番

号
で
当
た
り
は
ず
れ
が
決
ま
る
の
で
は
な
く
、
札
を
購
入
し
た
者

が
何
か
文
言
や
絵
を
書
い
て
お
き
、
そ
れ
が
当
た
り
は
ず
れ
を
識

別
す
る
印
と
な
っ
た
。

富くじ札 青木茂氏旧蔵文書 200004⧸300⧸9

左の札には絵が描かれ，その上に「東西々々 此千両ハ外へハや
らし 取た々々」という文言が書き込まれている。札を購入した人
は，当たりを念じてこのような戯言類を書き込んだ。

2

永
井
彌
六
氏
収
集
文
書

永
井
彌や

六ろ
く（
一
九
〇
四
〜
二
〇
〇
〇
）は
、
高
田
郡
三
田
み

た

（
現
広
島
市
安

佐
北
区
白
木
町
三
田
）
出
身
の
郷
土
史
研
究
家
。

戦
後
間
も
な
い
昭
和
二
十
二
年（
一
九
四
七
）、
三
田
村
長
と
な
り
、

町
村
合
併
後
は
白
木
町
長
を
昭
和
四
十
三
年（
一
九
六
八
）ま
で
勤
め

た
。
公
職
の
傍
ら
、
近
世
農
村
の
研
究
を
続
け
、『
広
島
藩
の
農
村
』

『
広
島
藩
の
庄
屋
』『
安
芸
国
高
田
郡
郷
土
史
こ
ぼ
れ
ば
な
し
』『
わ

が
ふ
る
さ
と
三
田
』
等
、
多
数
の
著
書
が
あ
る
。

数
は
多
く
な
い
が
、
研
究
の
傍
ら
古
文
書
類
も
収
集
し
て
お
り
、

近
世
村
方
文
書
の
ほ
か
、
富
く
じ
札
な
ど
が
残
さ
れ
て
い
る
。

『
広
島
藩
の
農
村
』

永
井
の
最
初
の
著
作
で
あ
る『
広
島
藩
の
農
村
』

（
昭
和
二
十
五
年
七
月
刊
）
は
、
村
長
職
を
勤
め
な

が
ら
書
い
た
も
の
で
、
そ
の
内
容
の
ユ
ニ
ー
ク
さ

か
ら
専
門
家
の
目
に
も
留
ま
る
こ
と
に
な
っ
た
。

三
田
村
指
出
さ
し
だ
し

帳

村
指
出
帳
は
、
村
ご
と
に
提
出
し
た
村
勢
要
覧
の
よ
う
な
も
の

で
、
村
明
細
帳
と
も
呼
ば
れ
る
。
村
高
、
年
貢
率
の
変
遷
、
雑
税
の

種
目
と
額
、
人
口
や
村
内
寺
社
、
周
辺
村
と
の
里
程
な
ど
、
そ
の
村

の
基
本
的
な
情
報
が
記
録
さ
れ
て
お
り
、
永
井
は
最
初
の
著
作
『
広

島
藩
の
農
村
』
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
を
活
用
し
て
い
る
。高田郡三田村差出シ帳 享保 3年（1718）6月　表紙と冒頭部分

永井彌六氏収集文書 199401⧸6
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魚
澄
う
お
ず
み

惣
五
郎

そ
う
ご
ろ
う

書
簡

　

昭
和
二
十
八
年（
一
九
五
三
）十
月
一
日

永
井
が
昭
和
二
十
八
年
に
出
版
し
た
『
広
島
藩
農
村
考（
第
一

冊
）』
を
送
ら
れ
た
こ
と
へ
の
礼
状
。
魚
澄
惣
五
郎
は
当
時
の
広

島
大
学
文
学
部
教
授
。
魚
澄
は
手
紙
の
中
で
、「
こ
の
方
面
の
研

究
は
最
近
よ
ほ
ど
進
み
た
る
様
に
は
有
之
候
へ
ど
も
、
芸
藩
に
関

す
る
も
の
は
皆
無
に
て
よ
き
指
針
を
得
申
候
」
と
評
し
て
い
る
。

『広島藩農村考（第一冊）』
A5判180頁。高田郡吉田町にあ
った郡山文庫から発行された。当時
の価格は230円。

富
く
じ
札
（
宮
島
）

表
向
き
は
禁
制
の
対
象
で
あ
っ
た
富
く
じ
で
あ
る
が
、
宮
島
で

行
わ
れ
て
い
た
も
の
は
、
広
島
藩
が
主
体
と
な
っ
て
興
行
さ
れ
、
そ

の
利
益
は
藩
の
収
入
に
な
っ
て
い
た
。

永
井
が
、
こ
れ
ら
の
富
く
じ
を
ど
こ
か
ら
入
手
し
た
の
か
は
不

明
で
あ
る
が
、
藩
内
で
は
、
各
地
に
同
様
の
も
の
が
残
さ
れ
て
い
た

と
思
わ
れ
る
。

3

小
都
勇
二
資
料

小
都
お

づ

勇
二（
一
九
一
一
〜
一
九
九
九
）は
、
高
田
郡
吉
田
町
（
現
安
芸
高

田
市
吉
田
）
在
住
の
郷
土
史
研
究
家
。
中
国
新
聞
社
に
勤
め
る
傍
ら
、

昭
和
六
年（
一
九
三
一
）に
吉
田
郷
土
史
調
査
会
を
結
成
し
、
郷
土
史

研
究
に
心
血
を
注
い
だ
。
特
に
、
毛
利
元
就
と
郡
山
城
跡
に
つ
い

て
は
、
い
く
つ
も
著
作
を
残
し
て
い
る
。
中
国
新
聞
社
退
社
後
は
、

吉
田
郷
土
資
料
館
長
を
昭
和
四
十
六
年（
一
九
七
一
）か
ら
同
五
十
五

年（
一
九
八
〇
）ま
で
勤
め
た
。

編
著
書
に
、『
高
田
郡
史
』（
上
巻
・
下
巻
・
民
俗
編
・
資
料
編
）、

『
毛
利
元
就
伝
』、『
続
毛
利
元
就
伝
』、『
郡
山
城
跡
』
等
が
あ
る
。

残
さ
れ
た
資
料
は
、
蔵
書
を
は
じ
め
と
し
て
多
岐
に
わ
た
り
、『
高

田
郡
史
』
編
纂
関
係
資
料
の
ほ
か
、
近
世
・
近
代
・
現
代
の
資
料
原

本
も
多
く
収
集
し
て
い
る
。

『高田郡史』

『
高
田
郡
史
』（
全
四
冊
、
昭
和
四
十
七
〜
五
十
六
）
は
、

奥
付
こ
そ
高
田
郡
史
編
纂
委
員
会
編
と
な
っ
て
い
る
が
、
事
実
上
、
小

都
の
単
著
に
近
い
作
品
で
あ
る
。
小
都
自
身
に
と
っ
て
も
、
主
著
の
ひ

と
つ
と
す
べ
き
著
作
で
あ
る
。
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高
田
郡
史
編
さ
ん
関
係
資
料
（
寺
院
・
神
社
関
係
資
料
）

高
田
郡
史
を
作
成
す
る
に
当
た
っ
て
、
小
都
は
、
い
わ
ゆ
る
古
文

書
類
の
収
集
と
と
も
に
、
地
域
の
寺
院
・
神
社
を
綿
密
に
調
べ
る
手

法
も
と
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
掲
げ
た
の
は
、
そ
れ
ら
を
調
査
し
た

際
に
収
集
さ
れ
、
あ
る
い
は
作
成
さ
れ
た
も
の
で
、『
高
田
郡
史　

上
巻
』
の
第
七
編
「
神
社
と
寺
院
」
を
執
筆
す
る
上
で
の
基
礎
資
料

と
な
っ
て
い
る
。

高田郡社寺帳
享保 8年（1723）

吉田町神社資料　一青八幡社・諏訪神社所蔵
棟札写

清神社棟札

高田郡村々社寺古城山由来記高田郡神社調査表高田郡寺院調査高田郡廃寺誌
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4

飯
田
米
秋
資
料

飯
田
い
い
だ

米
秋
よ
ね
あ
き（
一
九
一
九
〜
二
〇
〇
〇
）は
、
東
広
島
市
八
本
松
町
の
郷
土

史
研
究
家
。
戦
後
、
東
広
島
市
八
本
松
町
飯
田
（
旧
賀
茂
郡
八
本
松

町
飯
田
）
に
居
住
し
な
が
ら
、
郷
土
史
研
究
を
開
始
し
た
。
後
に
、

東
広
島
市
文
化
財
保
護
委
員
長
等
を
務
め
る
。

『
広
島
県
川
上
村
史
』、『
賀
茂
郡
史　
中
世
武
士
編
』、『
賀
茂
郡

史　
原
始
古
代
研
究
編
』
等
の
著
作
が
あ
る
。

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
的
性
格
は
や
や
乏
し
い
が
、
研
究
用
資
料
と
し

て
残
さ
れ
た
も
の
に
は
、
蔵
書
類
の
ほ
か
、
古
文
書
の
コ
ピ
ー
が

多
く
あ
り
、
特
に
、
文
政
年
間
に
広
島
藩
が
地
誌
作
成
の
た
め
に
、

各
村
か
ら
提
出
さ
せ
た
「
国
郡
志
御
用
ニ
付
下
調
べ
書
出
帳
」
が
、

東
広
島
地
方
を
中
心
に
多
数
集
め
ら
れ
て
い
る
。

『
広
島
県
川
上
村
史

か
わ
か
み
そ
ん
し

』

川
上
村
は
、明
治
二
十
二
年（
一
八
八
九
）か
ら
昭
和
三
十
一
年（
一
九
五
六
）

ま
で
存
続
し
た
自
治
体
で
、
飯
田
の
居
住
地
で
あ
っ
た
。『
広
島
県
川

上
村
史
』
は
十
年
の
年
月
を
か
け
、
川
上
村
が
八
本
松
町
に
合
併
し
て

消
滅
し
た
後
、
昭
和
三
十
五
年（
一
九
六
〇
）に
刊
行
さ
れ
た
。
飯
田
は
編

纂
の
中
心
人
物
の
一
人
で
、
執
筆
分
量
も
特
に
多
い
。

国
郡
志
御
用
ニ
付
下
調
書
出
帳

ご
よ
う
に
つ
き
し
た
し
ら
べ
か
き
だ
し
ち
ょ
う

コ
ピ
ー
・
筆
写

広
島
藩
が
藩
内
の
地
誌
「
芸
藩
通
志
」
を
作
成
す
る
た
め
、
文
政

年
間
に
村
ご
と
に
差
し
出
さ
せ
た
も
の
。
近
世
の
広
島
藩
の
村
に

つ
い
て
知
る
た
め
の
基
礎
的
資
料
で
あ
る
が
、
今
に
伝
存
し
な
い

村
も
多
い
。
飯
田
は
、
筆
写
あ
る
い
は
コ
ピ
ー
を
利
用
し
て
こ
れ

ら
を
収
集
し
、
自
ら
の
研
究
や
、『
広
島
県
川
上
村
史
』
の
編
纂
・

執
筆
に
利
用
し
た
。

原村
はらむら

国郡志（賀茂郡）

宮領村
みやりょう

国郡志
（賀茂郡）

白市
しらいち

村国郡志
（賀茂郡）

宗吉
むねよし

村国郡志
（賀茂郡）

米満
よねみつ

村国郡志
（賀茂郡）

吉川
よしかわ

村国郡志
（賀茂郡）

南方
みなみがた

村国郡志
（豊田郡）

乃美
の み

村国郡志
（豊田郡）

米満村国郡志
よねみつむらこくぐんし

写し
古い時代に飯田が作成したものは，コピーではな

く，原稿用紙に筆写という方法が取られている。
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飯
田
米
秋
資
料
の
中
に
見
え
る
国
郡
志
下
調
べ
は
左
記
の
と
お

り
で
あ
る
が
、
こ
の
中
に
は
、
印
刷
さ
れ
た
も
の
も
含
ま
れ
て
い

る
。
ま
た
、
コ
ピ
ー
に
は
出
所
を
確
定
で
き
な
い
も
の
も
あ
る
。

飯田米秋資料中の国郡志下調べ

【賀茂郡】
郡辻書上
阿賀村
稲木村
奥屋村
川角村
川尻村
冠村
郷原村
米満村
貞重村
重兼村
白市村
高屋堀村
原村
南方村
宮領村
宗吉村
吉川村

【安芸郡】
上瀬野村
矢野村
賀茂郡

【豊田郡】
乃美村
南方村

【世羅郡】
上津田村
篠村

『賀茂郡史―原始古代研究編―』『賀茂台地の昔話』
飯田は賀茂郡をフィールドに，幅広い時代とテーマに関心
を寄せ，いくつか著作を残している。古代史の分野では，安
芸国の国府の所在について，はじめ西条盆地にあったという
所論を展開している。

5

山
田
廸
孝
文
書

山
田
廸
孝
み
ち
た
か（
一
九
二
〇
〜
一
九
九
八
）は
、
戦
後
長
く
広
島
県
職
業
安
定

課
に
勤
め
た
。
山
田
は
、
い
わ
ゆ
る
郷
土
史
研
究
家
で
は
な
い
が
、

高
度
成
長
期
に
入
る
こ
ろ
か
ら
、
県
内
を
隈
な
く
歩
き
、
観
光
パ
フ

レ
ッ
ト
の
類
を
収
集
・
保
存
し
た
。

観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
類
は
、
大
衆
観
光
の
普
及
と
と
も
に
多
数

が
世
に
出
さ
れ
、
多
く
の
人
の
手
に
渡
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
資
料

と
し
て
は
一
時
的
な
使
用
を
目
的
と
す
る
も
の
な
の
で
、
体
系
的
に

残
さ
れ
る
こ
と
は
少
な
い
。
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
限
ら
な
い
が
、

残
さ
れ
に
く
い
資
料
が
利
用
し
や
す
い
状
態
で
残
っ
て
い
る
こ
と

は
、
山
田
の
よ
う
な
収
集
家
の
お
か
げ
で
あ
る
。

HIROSHJIMAひろしま（昭和 31年）
（左）観光行事の栞

しおり

（昭和30年頃）
（中・右）HIROSHIMAひろしま（昭和 35年頃）
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昭
和
二
十
年
代
か
ら
三
十
年
代
に
か
け
て
の
観
光
と
レ
ジ
ャ
ー

に
関
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
類
を
山
田
は
い
く
つ
も
遺
し
て
い
る
。
そ

れ
ら
は
、
市
町
村
だ
け
で
な
く
観
光
関
連
会
社
や
団
体
が
作
成
し

た
も
の
も
多
く
、
当
時
の
観
光
状
況
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で

き
る
資
料
と
な
っ
て
い
る
。

（左）MIYAJIMA HIROSHIMA（英語版） 広島バス(株)

（右）広島 HIROSHIMA 広島電鉄(株)（左）チヽヤス牧場 (株)チヽヤス
（右）ツツジの新名所　広島遊園地

海へ　海水浴　キャンプ　納涼船
瀬戸内海汽船(株)

娯楽のセンター　楽々園スパー 楽々園遊園地

（左）帝釈峡
たいしゃくきょう

帝釈峡観光協会
（中）瀬戸内海国立公園　観光の瀬戸田 瀬戸田町
（右）国立公園　鞆の浦 鞆鉄道(株)

（上）虹鱒
にじます

釣りのガイド 小谷・川魚店
（下）ハイキング手帳 広島電鉄(株)

（昭和 36年）
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